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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板、
　前記第１基板上に、互いに平行に配置されているゲート線、
　前記ゲート線と交差するデータ線、
　前記第１基板上に配置されており、絶縁膜を間に挟んで重なる第１電場生成電極と第２
電場生成電極を含む複数の画素、及び、
　前記第１基板と、前記第１基板に対向する第２基板との間に保持されて、前記第１電場
生成電極と第２電場生成電極とにより画素ごとに駆動される液晶層を含み、
　各画素は、２つのゲート線の間の中間の箇所にて折れ曲がった、くの字をなし、
　各画素中、前記第１電場生成電極と前記第２電場生成電極のうちのいずれか１つは複数
の切開部及びこれらにより互いに分けられる複数の枝電極を有し、
　各画素における長さ方向の一方の端部に、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）が備えられ、各
画素中、切開部及び枝電極は、前記薄膜トランジスタの近傍から、画素の長さ方向の他端
部の近傍にまで延びており、
　前記複数の切開部及び前記複数の枝電極は、いずれも、画素がなすくの字に対応して、
全体として、波線括弧（{）状をなし、前記ゲート線と９０度をなす基準線に対して第１
角度をなす第１部分、及び、前記基準線に対して前記第１角度とは異なる第２角度をなす
第２部分を含み、前記複数の切開部は、いずれも、前記基準線に対して前記第１角度とは
異なる第３角度をなす第３部分をさらに含み、
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　前記各切開部及び前記各枝電極における長さ方向中央部分は、２つの前記第２部分がＬ
字状に組み合わさって形成されており、この両側からそれぞれ、２つの前記第１部分が延
びており、
　各画素中、前記複数の切開部及び前記各枝電極についての、前記Ｌ字状がなす頂点及び
前記データ線が折れ曲がる箇所は、ゲート線に平行の、一つの直線上にあり、
　前記第１角度は５度～２０度であって、前記第２角度は４０度～５０度であり、
　前記切開部の縦長さに対する前記第１部分の縦長さの比率は８０％以上であり、ここで
、前記縦長さは、前記基準線の方向に測定した長さであり、
　各画素の縦長さは９６～１２０μｍであり、また、各画素の横長さは３２～４０μｍで
あり、ここで、横長さは、前記ゲート線の方向に測定した長さであり、
　前記複数の画素の密度は２００ＰＰＩ～２６４ＰＰＩであり、
　前記切開部の縦長さに対する前記第２部分の縦長さの比率は６．３％～９．９％であり
、
　前記切開部の縦長さに対する前記第３部分の縦長さの比率は１０．１％～１２．６％で
あり、
　各画素の縦長さに対する第３部分の縦長さの比率は、８．３％～１０．４％である、液
晶表示装置。
【請求項２】
　各画素における少なくとも前記一方の端部では、前記複数の枝電極が互いに連続すると
ともに、前記第３部分が前記各切開部に含まれており、
　前記各第３部分は、先端に向かって幅が狭くなるテーパー状をなす、請求項１に記載の
液晶表示装置。
【請求項３】
　前記切開部の縦長さに対する前記第２部分の縦長さの比率と前記切開部の縦長さに対す
る前記第３部分の縦長さの比率を合わせた値に前記画素の縦長さを掛けた値は２０μｍ以
下である、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記切開部の縦長さに対する２つの前記第３部分のうちの一方の縦長さの比率に前記画
素の縦長さを掛けた値は５μｍ以下である、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記切開部の縦長さに対する前記第２部分の縦長さの比率と前記切開部の縦長さに対す
る前記第３部分の縦長さの比率を合わせた値に前記画素の縦長さを掛けた値は２０μｍ以
下である、請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記切開部の縦長さに対する２つの前記第３部分のうちの一方の縦長さの比率に前記画
素の縦長さを掛けた値は５μｍ以下である、請求項２に記載の液晶表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関し、より詳細には、透過率を高めながらも表示品質の低下を
抑制できる液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）は、現在最も広く使
用されている平板表示装置（Ｆｌａｔ　Ｐａｎｅｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）のうちの１つであ
って、電極に電圧を印加して液晶層の液晶分子を再配列させることによって透過する光の
量を調節する表示装置である。
【０００３】
　液晶表示装置は薄形化が容易であるという長所を持ってはいるが、前面視認性に比べて
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側面視認性が低下するという短所がある。これを克服するために、多様な方式の液晶配列
および駆動方法が開発されている。このような広視野角を実現するための方法として、画
素電極および基準電極を１つの基板に形成する液晶表示装置が注目を集めている。
【０００４】
　このような液晶表示装置において、画素電極と基準電極の２つの電場生成電極のうちの
少なくとも１つは複数の切開部を有しており、複数の切開部によって定義される複数の枝
電極が形成されるようになる。
【０００５】
　一方、液晶表示装置の外部から圧力などが加われば液晶分子の不規則な動きが発生し、
このような液晶分子の不規則な動きが電場生成電極の切開部に沿って移動することがある
。これを防ぐために、切開部が縦基準線となす角度を多様に形成することにより、液晶分
子の不規則な動きが電場生成電極の切開部に沿って移動することを防ぐことができる。
【０００６】
　しかし、液晶表示装置の解像度が高まるにつれて液晶表示装置の各画素の大きさが減少
するようになり、これによって切開部が縦基準線となす角度を多様にすることによって液
晶表示装置の透過率が低下するようになる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明が解決しようとする技術的課題は、液晶表示装置の透過率低下を防ぐことができ
る液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の実施形態に係る液晶表示装置は、第１基板、前記第１基板上に配置されている
ゲート線、前記第１基板上に配置されており、絶縁膜を間において重なる第１電場生成電
極と第２電場生成電極を含む複数の画素、前記第１電場生成電極と前記第２電場生成電極
のうちのいずれか１つは複数の切開部を有し、前記複数の切開部は、前記ゲート線と９０
度をなす基準線と第１角度をなす第１部分、そして前記基準線と前記第１角度とは異なる
第２角度をなす第２部分を含み、前記切開部の長さに対する前記第１部分の長さの比率は
約８０％以上であり、前記複数の画素の数は約２００ＰＰＩ以上である。
【０００９】
　前記切開部の長さに対する前記第２部分の長さの比率は、約６％～約１３％であっても
よい。
【００１０】
　前記第２角度は、前記第１角度より大きくてもよい。
【００１１】
　前記切開部は、前記基準線と前記第１角度とは異なる第３角度をなす第３部分をさらに
含み、前記切開部の長さに対する前記第３部分の長さの比率は、約１０％以下であっても
よい。
【００１２】
　前記第３角度は、前記第１角度より大きくてもよい。
【００１３】
　前記切開部の長さに対する前記第２部分の長さの比率と前記切開部の長さに対する前記
第３部分の長さの比率を合わせた値に前記画素の縦長さを掛けた値は、約２０μｍ以下で
あってもよい。
【００１４】
　前記切開部の長さに対する前記第２部分の長さの比率または前記切開部の長さに対する
２つの前記第３部分のうちの一方の長さの比率に前記画素の縦長さを掛けた値は、約５μ
ｍ以下であってもよい。
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【００１５】
　前記画素の横長さは約４０μｍ以下であり、縦長さは約１２０μｍ以下であってもよい
。
【００１６】
　前記第１電場生成電極と前記第２電場生成電極のうちの残り１つは、板形態の平面形態
を有してもよい。
【００１７】
　本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置は、第１基板、前記第１基板上に配置され
ているゲート線、前記第１基板上に配置されており、絶縁膜を間において重なる第１電場
生成電極と第２電場生成電極を含む複数の画素、前記第１電場生成電極と前記第２電場生
成電極のうちのいずれか１つは複数の切開部を有し、前記複数の切開部は、前記ゲート線
と９０度をなす基準線と第１角度をなす第１部分、前記基準線と前記第１角度よりも大き
い第２角度をなす第２部分、そして前記基準線と前記第１角度よりも大きい第３角度をな
す第３部分を含み、前記切開部の長さに対する前記第２部分の長さの比率と前記切開部の
長さに対する前記第３部分の長さの比率を合わせた値に前記画素の縦長さを掛けた値は、
約２０μｍ以下である。
【００１８】
　前記複数の画素の数は、約２００ＰＰＩ以上であってもよい。
【００１９】
　本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置は、第１基板、前記第１基板上に配置され
ているゲート線、前記第１基板上に配置されており、絶縁膜を間において重なる第１電場
生成電極と第２電場生成電極を含む複数の画素、前記第１電場生成電極と前記第２電場生
成電極のうちのいずれか１つは複数の切開部を有し、前記複数の切開部は、前記ゲート線
と９０度をなす基準線と第１角度をなす第１部分、前記基準線と前記第１角度よりも大き
い第２角度をなす第２部分、そして前記基準線と前記第１角度よりも大きい第３角度をな
す第３部分を含み、前記切開部の長さに対する前記第２部分の長さの比率または前記切開
部の長さに対する前記第３部分の長さの比率に前記画素の縦長さを掛けた値は、約５μｍ
以下であってもよい。
【００２０】
　本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置は、第１基板、前記第１基板上に配置され
ているゲート線、前記第１基板上に配置されており、絶縁膜を間において重なる第１電場
生成電極と第２電場生成電極を含む複数の画素、前記第１電場生成電極と前記第２電場生
成電極のうちのいずれか１つは複数の切開部を有し、前記複数の切開部は、前記ゲート線
と９０度をなす基準線と第１角度をなす第１部分、前記基準線と前記第１角度よりも大き
い第２角度をなす第２部分、そして前記基準線と前記第１角度よりも大きい第３角度をな
す第３部分を含み、前記切開部の長さに対する前記第２部分の長さの比率と前記切開部の
長さに対する前記第３部分の長さの比率を合わせた値に１０を掛けた後、前記複数の画素
のＰＰＩで割った値が１以下であってもよい。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の実施形態に係る液晶表示装置は、透過率低下を防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の配置図である。
【図２】図１に示す実施形態に係る液晶表示装置をＩＩ－ＩＩ線に沿って切断した断面図
である。
【図３】本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置の配置図である。
【図４】図３に示す実施形態に係る液晶表示装置をＩＶ－ＩＶ線に沿って切断した断面図
である。
【図５】本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置の配置図である。
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【図６】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の切開部を示す配置図であ
る。
【図７】本発明の一実験例に係る液晶表示装置の一部の透過率結果を示す電子顕微鏡写真
である。
【図８】本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の切開部を示す配置図
である。
【図９】本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の切開部を示す配置図
である。
【図１０】本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の切開部を示す配置
図である。
【図１１】本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の切開部を示す配置
図である。
【図１２】本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の切開部を示す配置
図である。
【図１３】本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の切開部を示す配置
図である。
【図１４】本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の切開部を示す配置
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、添付の図面を参照しながら、本発明の実施形態について、本発明が属する技術分
野において通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳しく説明する。しかし、本
発明は多様に相違した形態で実現されてもよく、ここで説明する実施形態に限定されるこ
とはない。
【００２４】
　図面において、多様な層および領域を明確に表現するために厚さを拡大して示した。明
細書全体に渡って類似する部分については、同じ図面符号を付与した。層、膜、領域、板
などの部分が他の部分の「上」にあるとするとき、これは他の部分の「直ぐ上」にある場
合だけではなく、その中間にさらに他の部分が存在する場合も含む。これとは反対に、あ
る部分が他の部分の「直ぐ上」にあるとするときには、中間に他の部分が存在しないこと
を意味する。
【００２５】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施形態に係る液晶表示装置について説明する。
【００２６】
　先ず、図１および図２を参照しながら、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置につい
て説明する。図１は本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の配置図であり、図２は図１
に示す実施形態に係る液晶表示装置をＩＩ－ＩＩ線に沿って切断した断面図であり、図３
は本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の切開部を示す配置図である。
【００２７】
　先ず、図１および図２を参照すれば、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置は、互い
に対向する下部表示板１００および上部表示板２００、その間に注入されている液晶層３
を含む。以下では１つの画素領域を例示して説明するが、本発明の実施形態に係る液晶表
示装置は約２００ＰＰＩ以上の解像度を有してもよい。すなわち、液晶表示装置のうち、
横と縦が約１インチ（ｉｎｃｈ）の領域内に約２００以上の画素が含まれてもよい。また
、本発明の実施形態に係る液晶表示装置の１つの画素の横長さ（Ｌ１）は約４０μｍ以下
であり、縦長さ（Ｌ２）は約１２０μｍ以下であってもよい。ここで、図に示すように、
画素の横長さ（Ｌ１）は隣接した２つのデータ線１７１の縦方向の中央部分の間の間隔で
あり、画素の縦長さ（Ｌ２）は隣接した２つのゲート線１２１の横方向の中央部分の間の
間隔を意味する。
【００２８】
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　先ず、下部表示板１００について説明する。
【００２９】
　透明なガラスまたはプラスチックなどで形成された絶縁基板１１０上には、ゲート線１
２１を含むゲート導電体が形成されている。
【００３０】
　ゲート線１２１は、ゲート電極１２４および他の層または外部駆動回路との接続のため
の広い端部分（図示せず）を含む。ゲート線１２１は、アルミニウム（Ａｌ）やアルミニ
ウム合金などのアルミニウム系金属、銀（Ａｇ）や銀合金などの銀系金属、銅（Ｃｕ）や
銅合金などの銅系金属、モリブデン（Ｍｏ）やモリブデン合金などのモリブデン系金属、
クロム（Ｃｒ）、タンタル（Ｔａ）、およびチタニウム（Ｔｉ）などで生成されてもよい
。しかし、ゲート線１２１は、物理的性質が異なる少なくとも２つの導電膜を含む多重膜
構造を有してもよい。
【００３１】
　ゲート導電体１２１上には、窒化シリコン（ＳｉＮｘ）または酸化シリコン（ＳｉＯｘ
）などからなるゲート絶縁膜１４０が形成されている。ゲート絶縁膜１４０は、物理的性
質が異なる少なくとも２つの絶縁層を含む多層膜構造を有してもよい。
【００３２】
　ゲート絶縁膜１４０上には、非晶質シリコンまたは多結晶シリコンなどで生成された半
導体１５４が形成されている。半導体１５４は、酸化物半導体を含んでもよい。
【００３３】
　半導体１５４上には、抵抗性接触部材１６３、１６５が形成されている。抵抗性接触部
材１６３、１６５は、リン（ｐｈｏｓｐｈｏｒｕｓ）などのｎ型不純物が高濃度にドーピ
ングされているｎ＋水素化非晶質シリコンなどの物質で生成されてもよく、シリサイド（
ｓｉｌｉｃｉｄｅ）で生成されてもよい。抵抗性接触部材１６３、１６５は、対をなして
半導体１５４上に配置されてもよい。半導体１５４が酸化物半導体である場合、抵抗性接
触部材１６３、１６５は省略が可能である。
【００３４】
　抵抗性接触部材１６３、１６５およびゲート絶縁膜１４０上には、ソース電極１７３を
含むデータ線１７１とドレイン電極１７５を含むデータ導電体が形成されている。
【００３５】
　データ線１７１は、他の層または外部駆動回路との接続のための広い端部分（図示せず
）を含む。データ線１７１はデータ信号を伝達し、主に縦方向に伸びてゲート線１２１と
交差する。
【００３６】
　このとき、データ線１７１は、液晶表示装置の最大透過率を得るために曲がった形状を
有する第１屈曲部を有してもよく、屈曲部どうしは、画素領域の中間領域で互いに接して
Ｖ字形態をなしてもよい。画素領域の中間領域には、第１屈曲部と所定の角度をなすよう
に曲がった第２屈曲部をさらに含んでもよい。
【００３７】
　データ線１７１の第１屈曲部は、ゲート線１２１が伸びている方向（ｘ方向）と９０度
をなす縦基準線（ｙ）（ｙ方向に伸びている基準線）と約７度をなすように曲がっていて
もよい。画素領域の中間領域に配置されている第２屈曲部は、第１屈曲部と約７度～約１
５度をなすようにさらに曲がっていてもよい。
【００３８】
　ソース電極１７３はデータ線１７１の一部であって、データ線１７１と同一線上に配置
される。ドレイン電極１７５は、ソース電極１７３と概ね平行に並んで延在して形成され
ている。したがって、ドレイン電極１７５は、データ線１７１の一部と概ね平行に並んで
延在している。
【００３９】
　ゲート電極１２４、ソース電極１７３、およびドレイン電極１７５は、半導体１５４と
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共に１つの薄膜トランジスタ（ｔｈｉｎ－ｆｉｌｍ－ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ：ＴＦＴ）を
なし、薄膜トランジスタのチャネル（ｃｈａｎｎｅｌ）は、ソース電極１７３とドレイン
電極１７５の間の半導体１５４に形成される。
【００４０】
　本発明の実施形態に係る液晶表示装置は、データ線１７１と同一線上に位置するソース
電極１７３とデータ線１７１と並んで伸びているドレイン電極１７５を含むことにより、
データ導電体が占める面積を広げなくても薄膜トランジスタの幅を広げられるようになり
、これによって液晶表示装置の開口率を増加させることができる。
【００４１】
　データ線１７１とドレイン電極１７５は、モリブデン、クロム、タンタル、およびチタ
ニウムなどの耐火性金属（ｒｅｆｒａｃｔｏｒｙ　ｍｅｔａｌ）またはこれらの合金で生
成されることが好ましく、耐火性金属膜（図示せず）と低抵抗導電膜（図示せず）を含む
多重膜構造を有してもよい。多重膜構造の例としては、クロムまたはモリブデン（合金）
下部膜とアルミニウム（合金）上部膜の二重膜、モリブデン（合金）下部膜とアルミニウ
ム（合金）中間膜とモリブデン（合金）上部膜の三重膜が挙げられてもよい。しかし、デ
ータ線１７１とドレイン電極１７５は、その他にも多様な金属または導電体で生成されて
もよい。データ線１７１の幅は、約３．５μｍ±０．７５であってもよい。
【００４２】
　データ導電体１７１、１７３、１７５、ゲート絶縁膜１４０、そして半導体１５４の露
出した部分上には、第１保護膜１８０ｎが配置されている。第１保護膜１８０ｎは、有機
絶縁物質または無機絶縁物質などで形成されてもよい。
【００４３】
　第１保護膜１８０ｎ上には、第２保護膜１８０ｑが配置されている。第２保護膜１８０
ｑは省略が可能である。第２保護膜１８０ｑはカラーフィルタであってもよい。第２保護
膜１８０ｑがカラーフィルタである場合、第２保護膜１８０ｑは基本色（ｐｒｉｍａｒｙ
　ｃｏｌｏｒ）のうちの１つを固有に表示してもよいが、基本色の例としては、赤色、緑
色、青色などの三原色、または黄色（ｙｅｌｌｏｗ）、青緑色（ｃｙａｎ）、紅紫色（ｍ
ａｇｅｎｔａ）などが挙げられてもよい。図に示してはいないが、カラーフィルタは、基
本色の他にも基本色の混合色または白色（ｗｈｉｔｅ）を表示するカラーフィルタをさら
に含んでもよい。
【００４４】
　第２保護膜１８０ｑ上には、基準電極（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ）２
７０が形成されている。基準電極２７０は面型であって、基板１１０全面上に筒板で形成
されていてもよく、ドレイン電極１７５周辺に対応する領域に配置されている開口部（図
示せず）を有してもよい。すなわち、基準電極２７０は、板形態の平面形態を有してもよ
い。
【００４５】
　隣接画素に位置する基準電極２７０は互いに連結し、表示領域外部から供給される一定
の大きさの共通電圧の伝達を受けてもよい。
【００４６】
　基準電極２７０上には、第３保護膜１８０ｚが配置されている。第３保護膜１８０ｚは
、有機絶縁物質または無機絶縁物質などで形成されてもよい。
【００４７】
　第３保護膜１８０ｚ上には、画素電極１９１が形成されている。画素電極１９１は、デ
ータ線１７１の第１屈曲部および第２屈曲部とほぼ並んだ屈曲縁（ｃｕｒｖｅｄ　ｅｄｇ
ｅ）を含む。画素電極１９１は複数の第１切開部９２を有し、複数の第１切開部９２によ
って定義される複数の第１枝電極１９２を含む。画素電極１９１は、図６を参照しながら
後述する基準電極１９９の形態のような第１切開部９２およびこれに伴う複数の第１枝電
極１９２を含む。画素電極１９１の第１切開部９２は、ゲート線１２１が伸びている方向
（ｘ方向）と９０度をなす縦基準線（ｙ方向に伸びている基準線）と第１角度（θ１）を
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なす幹部分（ｍａｉｎ　ｂｒａｎｃｈ　ｐｏｒｔｉｏｎ）、縦基準線と第２角度（θ２）
をなす中央部分（ｃｅｎｔｅｒ　ｐｏｒｔｉｏｎ）、そして縦基準線と第３角度（θ３）
をなすエッジ部分（ｅｄｇｅ　ｐｏｒｔｉｏｎ）を含む。第２角度（θ２）と第３角度（
θ３）は、第１角度（θ１）より大きくてもよい。画素電極１９１の第１切開部９２の幹
部分の縦基準線に沿って測定した縦長さは、切開部の全体の縦基準線（ｙ）に沿って測定
した縦長さに対して約８０％以上の比率を有し、中央部分の縦基準線（ｙ）に沿って測定
した縦長さは、切開部の全体の縦長さに対して約６％～約１３％の比率を有し、エッジ部
分の縦基準線（ｙ）に沿って測定した縦長さは、切開部の全体の縦長さの約０％～約１０
％の比率を有してもよい。明細書全般において、縦長さは、上述したゲート線１２１が伸
びている方向（ｘ方向）と９０度をなす縦基準線（ｙ）（ｙ方向に伸びている基準線）に
沿って測定した長さを意味する。また、画素電極１９１の第１切開部９２の縦長さに対す
る中央部分の縦長さの比率と切開部の縦長さに対するエッジ部分の縦長さの比率を合わせ
た値に１０を掛け、液晶表示装置のＰＰＩで割った値が約１以下であってもよい。また、
画素電極１９１の第１切開部９２の縦長さに対する中央部分の縦長さの比率と切開部の縦
長さに対するエッジ部分の縦長さの比率を合わせた値に一画素の縦長さを掛ければ、約２
０μｍ以下であってもよい。また、画素電極１９１の第１切開部９２の縦長さに対する中
央部分の縦長さの比率に一画素の縦長さを掛ければ、約５μｍ以下であってもよい。また
、画素電極１９１の第１切開部９２の縦長さに対する各エッジ部分の縦長さの比率に一画
素の縦長さを掛ければ、約５μｍ以下であってもよい。
 
【００４８】
　第１保護膜１８０ｎ、第２保護膜１８０ｑ、そして第３保護膜１８０ｚには、ドレイン
電極１７５を露出する第１接触孔１８５が形成されている。画素電極１９１は、第１接触
孔１８５を通じてドレイン電極１７５と物理的電気的に連結し、ドレイン電極１７５から
電圧の印加を受ける。
【００４９】
　図に示してはいないが、画素電極１９１と第３保護膜１８０ｚ上には配向膜（ａｌｉｇ
ｎｍｅｎｔ　ｌａｙｅｒ）が塗布されているが、配向膜は水平配向膜であってもよく、一
定の方向にラビングされている。しかし、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置に
よれば、配向膜は光反応物質を含み、光配向してもよい。
【００５０】
　以下、上部表示板２００について説明する。
【００５１】
　透明なガラスまたはプラスチックなどで生成された絶縁基板２１０上には、遮光部材（
ｌｉｇｈｔ　ｂｌｏｃｋｉｎｇ　ｍｅｍｂｅｒ）２２０が形成されている。遮光部材２２
０はブラックマトリックス（ｂｌａｃｋ　ｍａｔｒｉｘ）とも呼ばれ、光漏れを防ぐ。
【００５２】
　基板２１０上には、さらに複数のカラーフィルタ２３０が形成されている。下部表示板
１００の第２保護膜１８０ｑがカラーフィルタである場合、上部表示板２００のカラーフ
ィルタ２３０は省略されてもよい。また、上部表示板２００の遮光部材２２０も下部表示
板１００に形成されてもよい。
【００５３】
　カラーフィルタ２３０および遮光部材２２０上には、カバー膜（ｏｖｅｒｃｏａｔ）２
５０が形成されている。カバー膜２５０は（有機）絶縁物で生成されてもよく、カラーフ
ィルタ２３０が露出することを防いで平坦面を提供する。カバー膜２５０は省略されても
よい。
【００５４】
　カバー膜２５０上には、配向膜が配置されていてもよい。
【００５５】
　液晶層３は、正の誘電率異方性を有するネマチック（ｎｅｍａｔｉｃ）液晶物質を含む
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。液晶層３の液晶分子は、その長軸方向が表示板１００、２００に平行に配列されており
、その方向が下部表示板１００の配向膜のラビング方向から上部表示板２００に至るまで
螺旋状に９０度捩じれた構造を有する。
【００５６】
　画素電極１９１はドレイン電極１７５からデータ電圧の印加を受け、基準電極２７０は
表示領域外部に配置されている基準電圧印加部から一定の大きさの基準電圧の印加を受け
る。
【００５７】
　電場生成電極の画素電極１９１と基準電極２７０は、電場を生成することにより、２つ
の電極１９１、２７０上に位置する液晶層３の液晶分子は電場の方向と平行な方向に回転
する。このように決められた液晶分子の回転方向に応じて液晶層を通過する光の偏光が異
なるようになる。
【００５８】
　以下、図３および図４を参照しながら、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置に
ついて説明する。図３は本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置の配置図であり、図
４は図３に示す実施形態に係る液晶表示装置をＩＶ－ＩＶ線に沿って切断した断面図であ
る。
【００５９】
　図３および図４を参照すれば、本実施形態に係る液晶表示装置は、図１および図２に示
す実施形態に係る液晶表示装置とほぼ類似している。
【００６０】
　図３および図４を参照すれば、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置は、互いに対向
する下部表示板１００および上部表示板２００と、その間に注入されている液晶層３を含
む。以下では１つの画素領域を例示して説明するが、本発明の実施形態に係る液晶表示装
置は約２００ＰＰＩ以上の解像度を有してもよい。すなわち、液晶表示装置のうち、横と
縦が約１インチ（ｉｎｃｈ）の領域内に約２００以上の画素が含まれる。また、本発明の
実施形態に係る液晶表示装置の１つの画素の横長さ（Ｌ１）は約４０μｍ以下であり、縦
長さ（Ｌ２）は約１２０μｍ以下であってもよい。ここで、図に示すように、画素の横長
さ（Ｌ１）は隣接した２つのデータ線１７１の縦中央部分の間の間隔であり、画素の縦長
さ（Ｌ２）は隣接した２つのゲート線１２１の横中央部分の間の間隔を意味する。
【００６１】
　先ず、下部表示板１００について説明する。
【００６２】
　絶縁基板１１０上には、ゲート線１２１を含むゲート導電体が形成されている。
【００６３】
　ゲート導電体１２１上には、窒化シリコン（ＳｉＮｘ）または酸化シリコン（ＳｉＯｘ
）などからなるゲート絶縁膜１４０が形成されている。
【００６４】
　ゲート絶縁膜１４０上には、半導体１５４が形成されている。
【００６５】
　半導体１５４上には、抵抗性接触部材１６３、１６５が形成されている。半導体１５４
が酸化物半導体である場合、抵抗性接触部材１６３、１６５は省略が可能である。
【００６６】
　抵抗性接触部材１６３、１６５およびゲート絶縁膜１４０上には、ソース電極１７３を
含むデータ線１７１とドレイン電極１７５を含むデータ導電体が形成されている。
【００６７】
　ドレイン電極１７５の直ぐ上には、画素電極１９１が形成されている。画素電極１９１
は面型、すなわち板形態を有し、１つの画素領域に配置される。
【００６８】
　データ導電体１７１、１７３、１７５、ゲート絶縁膜１４０、半導体１５４の露出した
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部分、そして画素電極１９１上には、保護膜１８０が配置される。しかし、本発明の他の
実施形態に係る液晶表示装置では、画素電極１９１とデータ線１７１の間に保護膜１８０
が配置され、画素電極１９１は保護膜１８０に形成された接触孔（図示せず）を通じてド
レイン電極１７５と連結してもよい。
【００６９】
　保護膜１８０上には、基準電極２７０が形成されている。基準電極２７０は互いに連結
し、表示領域外部に配置されている基準電圧印加部から基準電圧の印加を受ける。
【００７０】
　基準電極２７０は、データ線１７１の第１屈曲部および第２屈曲部とほぼ並んだ屈曲縁
を含み、隣接画素に配置されている基準電極２７０は互いに連結している。基準電極２７
０は複数の第２切開部２７２を有し、複数の第２切開部２７２によって定義される複数の
第２枝電極２７１を含む。基準電極２７０は、図６を参照しながら後述する基準電極１９
９の形態のような第２切開部２７２およびこれに伴う複数の第２枝電極２７１を含む。基
準電極２７０の第２切開部２７２は、ゲート線１２１が伸びている方向（ｘ方向）と９０
度をなす縦基準線（ｙ方向に伸びている基準線）と第１角度（θ１）をなす幹部分Ｍ（ｍ
ａｉｎ　ｂｒａｎｃｈ　ｐｏｒｔｉｏｎ）、縦基準線と第２角度（θ２）をなす中央部分
Ｃ（ｃｅｎｔｅｒ　ｐｏｒｔｉｏｎ）、そして縦基準線と第３角度（θ３）をなすエッジ
部分Ｅ（ｅｄｇｅ　ｐｏｒｔｉｏｎ）を含む。第２角度（θ２）と第３角度（θ３）は、
第１角度（θ１）より大きくてもよい。基準電極２７０の第２切開部２７２の幹部分の縦
長さは切開部の縦長さに約８０％以上の比率を有し、中央部分の縦長さは切開部の縦長さ
の約６％～約１３％の比率を有し、エッジ部分の縦長さは切開部の縦長さの約０％～約１
０％の比率を有してもよい。また、基準電極２７０の第２切開部２７２の縦長さに対する
中央部分の縦長さの比率と切開部の縦長さに対するエッジ部分の縦長さの比率を合わせた
値に１０を掛け、液晶表示装置のＰＰＩで割った値が約１以下であってもよい。また、基
準電極２７０の第２切開部２７２の縦長さに対する中央部分の縦長さの比率と切開部の縦
長さに対するエッジ部分の縦長さの比率を合わせた値に一画素の縦長さを掛ければ、約２
０μｍ以下であってもよい。また、基準電極２７０の第２切開部２７２の縦長さに対する
中央部分の縦長さの比率に一画素の縦長さを掛ければ、約５μｍ以下であってもよい。ま
た、基準電極２７０の第２切開部２７２の縦長さに対する各エッジ部分の縦長さの比率に
一画素の縦長さを掛ければ、約５μｍ以下であってもよい。
 
【００７１】
　図に示してはいないが、基準電極２７０と保護膜１８０上には配向膜が塗布されている
が、配向膜は水平配向膜であってもよく、一定の方向にラビングされている。しかし、本
発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置によれば、配向膜は光反応物質を含み、光配向
してもよい。
【００７２】
　以下、上部表示板２００について説明する。
【００７３】
　絶縁基板２１０上には、遮光部材２２０が形成されている。基板２１０上には、複数の
カラーフィルタ２３０も形成されている。カラーフィルタ２３０は下部表示板１００上に
配置されてもよいが、この場合、遮光部材２２０も下部表示板１００に配置されてもよい
。
【００７４】
　カラーフィルタ２３０および遮光部材２２０上には、カバー膜２５０が形成されている
。カバー膜２５０は省略されてもよい。
【００７５】
　カバー膜２５０上には、配向膜が配置されていてもよい。液晶層３は、正の誘電率異方
性を有するネマチック（ｎｅｍａｔｉｃ）液晶物質を含む。液晶層３の液晶分子は、その
長軸方向が表示板１００、２００に平行に配列されているが、その方向が下部表示板１０



(11) JP 6581754 B2 2019.9.25

10

20

30

40

50

０の配向膜のラビング方向から上部表示板２００に至るまで螺旋状に９０度捩じれた構造
を有する。
【００７６】
　以下、図５を参照しながら、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置について説明
する。図５は、本発明の他の一実施形態に係る液晶表示装置の配置図である。
【００７７】
　図５を参照すれば、本実施形態に係る液晶表示装置は、図１および図２に示す実施形態
に係る液晶表示装置と類似している。類似した構成要素についての具体的な説明は省略す
る。
【００７８】
　しかし、本実施形態に係る液晶表示装置は、図１および図２に示す実施形態に係る液晶
表示装置とは異なり、ゲート線１２１のようにゲート導電体からなる基準電圧線１３１を
さらに含む。基準電圧線１３１は一定の基準電圧を伝達し、基準電極２７０との接続のた
めの拡張部を含む。基準電圧線１３１はゲート線１２１と平行してもよく、ゲート線１２
１と同一物質で形成されてもよい。
【００７９】
　基準電極２７０は、第１保護膜１８０ｎおよび第２保護膜１８０ｑに形成されている第
２接触孔１３８を通じて基準電圧線１３１と物理的電気的に連結し、基準電圧線１３１か
ら一定の大きさの共通電圧が伝達されてもよい。
【００８０】
　基準電極２７０は互いに連結し、表示領域外部に配置されている基準電圧印加部から基
準電圧の印加を受けてもよいが、基準電圧線１３１と連結して基準電圧の印加を受けるこ
とにより、表示領域内で基準電圧降下などを防ぐことができる。
【００８１】
　図１および図２を参照しながら上述した実施形態に係る液晶表示装置のように、本実施
形態に係る液晶表示装置の画素電極１９１は、図６を参照しながら後述する基準電極１９
９の形態のような第１切開部９２およびこれに伴う複数の第１枝電極１９２を含む。画素
電極１９１の第１切開部９２は、ゲート線１２１が伸びている方向（ｘ方向）と９０度を
なす縦基準線（ｙ方向に伸びている基準線）と第１角度（θ１）をなす幹部分（ｍａｉｎ
　ｂｒａｎｃｈ　ｐｏｒｔｉｏｎ）、縦基準線と第２角度（θ２）をなす中央部分（ｃｅ
ｎｔｅｒ　ｐｏｒｔｉｏｎ）、そして縦基準線と第３角度（θ３）をなすエッジ部分（ｅ
ｄｇｅ　ｐｏｒｔｉｏｎ）を含む。第２角度（θ２）と第３角度（θ３）は、第１角度（
θ１）より大きくてもよい。画素電極１９１の第１切開部９２の幹部分の縦長さは切開部
の縦長さに約８０％以上の比率を有し、中央部分の縦長さは切開部の縦長さの約６％～約
１３％の比率を有し、エッジ部分の縦長さは切開部の縦長さの約０％～約１０％の比率を
有してもよい。また、画素電極１９１の縦長さに対する中央部分の縦長さの比率と切開部
の縦長さに対するエッジ部分の縦長さの比率を合わせた値に１０を掛け、液晶表示装置の
ＰＰＩで割った値が約１以下であってもよい。また、画素電極１９１の第１切開部９２の
縦長さに対する中央部分の縦長さの比率と切開部の縦長さに対するエッジ部分の縦長さの
比率を合わせた値に一画素の縦長さを掛ければ、約２０μｍ以下であってもよい。また、
画素電極１９１の第１切開部９２の縦長さに対する中央部分の縦長さの比率に一画素の縦
長さを掛ければ、約５μｍ以下であってもよい。また、画素電極１９１の第１切開部９２
の縦長さに対する各エッジ部分の縦長さの比率に一画素の縦長さを掛ければ、約５μｍ以
下であってもよい。
 
【００８２】
　以下、図６を参照しながら、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の
基本電極１９９について説明する。
【００８３】
　図６を参照すれば、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の基本電極
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の切開部は、ゲート線が伸びている方向（ｘ方向）と９０度をなす縦基準線（ｙ方向に伸
びている基準線）と第１角度（θ１）をなす幹部分Ｍ（ｍａｉｎ　ｂｒａｎｃｈ　ｐｏｒ
ｔｉｏｎ）（ＭＳ）、縦基準線と第２角度（θ２）をなす中央部分Ｃ（ｃｅｎｔｅｒ　ｐ
ｏｒｔｉｏｎ）（ＣＳ）、そして縦基準線と第３角度（θ３）をなすエッジ部分Ｅ（ｅｄ
ｇｅ　ｐｏｒｔｉｏｎ）（ＥＳ）を含む。第２角度（θ２）と第３角度（θ３）は、第１
角度（θ１）より大きくてもよい。例えば、第１角度（θ１）は約５度～約２０度であっ
てもよく、第２角度（θ２）は約４０度～約５０度であってもよい。
【００８４】
　このように、電場生成電極の基本電極の切開部を、幹部分（ＭＳ）以外にも、縦基準線
となる角度が幹部分（ＭＳ）よりも大きい中央部分（ＣＳ）とエッジ部分（ＥＳ）をさら
に含むように形成する。すなわち、幹部分（ＭＳ）と中央部分（ＣＳ）の境界部で切開部
は大きい角度に折れており、幹部分（ＭＳ）とエッジ部分（ＥＳ）の境界部で切開部は大
きい角度に折れている。したがって、中央部分（ＣＳ）とエッジ部分（ＥＳ）に外部から
圧力などが加えられたとき、外部圧力によって不規則になる液晶分子の位置が幹部分（Ｍ
Ｓ）に広がることを防ぐことができる。具体的に、中央部分（ＣＳ）とエッジ部分（ＥＳ
）で発生する液晶分子の不規則な動きは、大きい角度をなして折れている幹部分（ＭＳ）
との境界部に移動できなくなる。したがって、外部圧力などにより輝度が不均一に現れる
現象（ｂｒｕｉｓｉｎｇ）を防ぐことができる。
【００８５】
　上述したように、本発明の実施形態に係る液晶表示装置は、約２００ＰＰＩ以上の解像
度を有してもよい。すなわち、液晶表示装置のうち、横と縦が約１インチ（ｉｎｃｈ）の
領域内に約２００以上の画素が含まれてもよい。また、本発明の実施形態に係る液晶表示
装置の１つの画素の横長さは約４０μｍ以下であり、縦長さは約１２０μｍ以下であって
もよい。
【００８６】
　電場生成電極の基本電極の切開部の幹部分（ＭＳ）の縦長さは切開部の全体縦長さに約
８０％以上の比率を有し、中央部分（ＣＳ）の縦長さは切開部の全体縦長さの約６％～約
１３％の比率を有し、エッジ部分（ＥＳ）の縦長さは切開部の全体縦長さの約０％～約１
０％の比率を有してもよい。
【００８７】
　切開部の中央部分（ＣＳ）が占める縦長さと切開部のエッジ部分（ＥＳ）が占める縦長
さは約５μｍ以下であってもよく、切開部全体が占める領域の縦長さは約１００μｍであ
ってもよい。
【００８８】
　また、切開部の全体縦長さに対する中央部分（ＣＳ）の縦長さの比率（％）と切開部の
全体縦長さに対するエッジ部分（ＥＳ）の縦長さの比率（％）を合わせた値に１０を掛け
、液晶表示装置のＰＰＩで割った値が約１以下であってもよい。
【００８９】
　また、切開部の全体縦長さに対する中央部分（ＣＳ）の縦長さの比率と切開部の全体縦
長さに対するエッジ部分（ＥＳ）の縦長さの比率を合わせた値に一画素の縦長さを掛けれ
ば、約２０μｍ以下であってもよい。
【００９０】
　また、切開部の全体縦長さに対する中央部分（ＣＳ）の縦長さの比率に一画素の縦長さ
を掛ければ、約５μｍ以下であってもよい。
【００９１】
　また、切開部の全体縦長さに対するエッジ部分（ＥＳ）の縦長さの比率に一画素の縦長
さを掛ければ、約５μｍ以下であってもよい。
【００９２】
　このように、電場生成電極の切開部の幹部分（ＭＳ）の全体切開部長さに対する比率を
高め、中央部分（ＣＳ）およびエッジ部分（ＥＳ）の比率を減らすことにより、液晶表示
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装置の透過率を高めることができる。
【００９３】
　以下、表１と表２、そして図７を参照しながら、本発明の一実験例に係る液晶表示装置
の透過率について説明する。
【００９４】
　本実験例では、液晶表示装置の解像度、例えばＰＰＩ、すなわち液晶表示装置のうち、
横と縦が約１インチ（ｉｎｃｈ）の領域内に配置される画素の総数、画素の横長さと縦長
さ、切開部の長さ、切開部の中央部分（ＣＳ）の長さ、切開部のエッジ部分（ＥＳ）の長
さなどを変化させながら透過率を測定し、その結果を表１に示した。例えば、既存の液晶
表示装置でのように、切開部の全体縦長さに対する切開部の中央部分（ＣＳ）の縦長さの
比率とエッジ部分（ＥＳ）の縦長さの比率を形成した場合（Ｃａｓｅ　Ａ１、Ｃａｓｅ　
Ａ２、Ｃａｓｅ　Ａ３）と本発明の実施形態に係る液晶表示装置のように、切開部の全体
縦長さに対する切開部の中央部分（ＣＳ）の縦長さの比率とエッジ部分（ＥＳ）の縦長さ
の比率を調節した場合（Ｃａｓｅ　Ｂ１、Ｃａｓｅ　Ｂ２、Ｃａｓｅ　Ｂ３、Ｃａｓｅ　
Ｂ４、Ｃａｓｅ　Ｂ５）とに分けて透過率を測定した。その他の条件はすべて同じであっ
た。本実験例で製作したすべての液晶表示装置で同じ圧力を加えたとき、外部圧力などに
より輝度が不均一に現れる現象（ｂｒｕｉｓｉｎｇ） は発生しなかった。
【００９５】
【表１】

　表１を参照すれば、切開部の全体長さに対する切開部の中央部分（ＣＳ）の比率とエッ
ジ部分（ＥＳ）の比率を相対的に大きく、例えば、切開部のエッジ部分（ＥＳ）の比率を
約７．５μで形成し、エッジ部分（ＥＳ）の比率を約１５％以上で形成した場合（Ｃａｓ
ｅ　Ａ１、Ｃａｓｅ　Ａ２、Ｃａｓｅ　Ａ３）に比べ、本発明の実施形態に係る液晶表示
装置のように、切開部の全体長さに対する切開部の中央部分（ＣＳ）の比率とエッジ部分
（ＥＳ）の比率を調節した場合（Ｃａｓｅ　Ｂ１、Ｃａｓｅ　Ｂ２、Ｃａｓｅ　Ｂ３、Ｃ
ａｓｅ　Ｂ４、Ｃａｓｅ　Ｂ５）、液晶表示装置のＰＰＩを大きく形成しても、液晶表示
装置の透過率が増加したことが分かった。すなわち、本発明の実施形態に係る液晶表示装
置のように、切開部の全体長さに対する切開部の中央部分（ＣＳ）の比率とエッジ部分（
ＥＳ）の比率を調節すれば、液晶表示装置を高解像度に形成しても、液晶表示装置の透過
率が増加することが分かった。
【００９６】
　このように、本発明の実施形態に係る液晶表示装置では、外部圧力などにより輝度が不
均一に現れる現象（ｂｒｕｉｓｉｎｇ）を防ぎながらも、液晶表示装置の透過率減少を防
ぐことができることが分かった。
【００９９】
　また、本発明の実施形態に係る液晶表示装置のように、切開部の全体長さに対する中央
部分（ＣＳ）の比率と切開部の全体長さに対するエッジ部分（ＥＳ）の比率を合わせた値
に一画素の縦長さを掛けた値Ｂが約２０μｍ以下である場合（Ｃａｓｅ　Ｂ１、Ｃａｓｅ
　Ｂ２、Ｃａｓｅ　Ｂ３、Ｃａｓｅ　Ｂ４、Ｃａｓｅ　Ｂ５）、透過率が増加したことが
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分かった。
【０１００】
　また、本発明の実施形態に係る液晶表示装置のように、切開部の全体長さに対する中央
部分（ＣＳ）の比率に一画素の縦長さをかけた値Ｃが約５μｍ以下である場合（Ｃａｓｅ
　Ｂ１、Ｃａｓｅ　Ｂ２、Ｃａｓｅ　Ｂ３、Ｃａｓｅ　Ｂ４、Ｃａｓｅ　Ｂ５）、透過率
が増加したことが分かった。
【０１０１】
　また、本発明の実施形態に係る液晶表示装置のように、切開部の全体長さに対する各エ
ッジ部分（ＥＳ）の比率に一画素の縦長さを掛けた値Ｄが約５μｍ以下である場合（Ｃａ
ｓｅ　Ｂ１、Ｃａｓｅ　Ｂ２、Ｃａｓｅ　Ｂ３、Ｃａｓｅ　Ｂ４、Ｃａｓｅ　Ｂ５）、透
過率が増加したことが分かった。
【０１０２】
　以下、図７を参照しながら、本発明の一実験例に係る液晶表示装置の外部圧力などによ
り輝度が不均一に現れる現象（ｂｒｕｉｓｉｎｇ）について説明する。図７は、本発明の
一実験例に係る液晶表示装置の一部の透過率結果を示す電子顕微鏡写真である。
【０１０３】
　本実験例では、表１を参照して上述した実験例において、２つの場合（Ｃａｓｅ　Ａ１
とＣａｓｅ　Ｂ４）で第２角度（θ２）を変化させた。具体的に、既存の液晶表示装置の
ように、電場生成電極の切開部の中央部分（ＣＳ）の縦長さを約１０μｍに形成して第２
角度（θ２）を約２５度に形成した場合（Ｃａｓｅ　Ａ１）と、本発明の実施形態に係る
液晶表示装置のように、電場生成電極の切開部の中央部分（ＣＳ）の縦長さを約５μｍに
形成して第２角度（θ２）を約４５度に形成した場合（Ｃａｓｅ　Ｂ４）に対して同じ大
きさの外部圧力を加えた後、切開部の中央部分を電子顕微鏡で観察し、その結果を図７に
示した。
【０１０４】
　図７において、（ａ）は本実験例の場合（Ｃａｓｅ　Ａ１）の結果を示し、（ｂ）は本
実験例の場合（Ｃａｓｅ　Ｂ４）の結果を示している。
【０１０５】
　図７を参照すれば、同じ外部圧力が加えられた場合、本発明の実施形態のような場合（
Ｃａｓｅ　Ｂ４）でも、既存の液晶表示装置の場合（Ｃａｓｅ　Ａ１）のように、液晶の
不規則な動きによる透過率低下部分は切開部の中央部分（ＣＳ）にのみ発生し、切開部の
幹部分（ＭＳ）にまで拡散していないことが分かった。このように、本発明の実施形態に
係る液晶表示装置は、外部圧力による液晶分子の不規則な動きが切開部に沿って移動する
ことを防ぐと同時に、高解像度の液晶表示装置において透過率低下を防げることが分かっ
た。
【０１０６】
　以下、図８～図１４を参照しながら、本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置の電場
生成電極の基本電極の切開部について説明する。図８～図１４は、本発明の他の実施形態
に係る液晶表示装置の電場生成電極の切開部を示す配置図である。
【０１０７】
　図８を参照すれば、本実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の基本電極の切開部
は、図１～図６を参照しながら説明した実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の基
本電極の切開部と類似している。
【０１０８】
　電場生成電極の基本電極の切開部は、ゲート線が伸びている方向と９０度をなす縦基準
線と第１角度（θ１）をなす幹部分（ＭＳ）、縦基準線と第２角度（θ２）をなす中央部
分（ＣＳ）、そして縦基準線と第３角度（θ３）をなすエッジ部分（ＥＳ）を含む。第２
角度（θ２）と第３角度（θ３）は、第１角度（θ１）より大きくてもよい。
【０１０９】
　しかし、本実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の基本電極の切開部のエッジ部
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分（ＥＳ）は、画素領域の下部に配置されている第１エッジ部分（ＥＳ１）と画素領域の
上部に配置されている第２エッジ部分（ＥＳ２）を有する。
【０１１０】
　第２エッジ部分（ＥＳ２）が縦基準線となす角度（θ３ｂ）は第１エッジ部分（ＥＳ１
）が縦基準線となす角度（θ３ａ）よりも小さく、第２エッジ部分（ＥＳ２）の長さは第
１エッジ部分（ＥＳ１）の長さよりも短い。
【０１１１】
　また、第２エッジ部分（ＥＳ２）の端部は、電場生成電極で囲まれておらずに開いてい
る。
【０１１２】
　図１～図６を参照しながら上述した実施形態に係る液晶表示装置のすべての特徴は、本
実施形態に係る液晶表示装置にすべて適用が可能である。
【０１１３】
　図９および図１０を参照すれば、本実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の基本
電極の切開部は、図１～図６を参照しながら上述した実施形態に係る液晶表示装置の電場
生成電極の基本電極の切開部、そして図８を参照しながら説明した実施形態に係る液晶表
示装置の電場生成電極の基本電極の切開部と類似している。
【０１１４】
　図９および図１０を参照すれば、電場生成電極の基本電極の切開部は、ゲート線が伸び
ている方向と９０度をなす縦基準線と第１角度（θ１）をなす幹部分（ＭＳ）、縦基準線
と第２角度（θ２）をなす中央部分（ＣＳ）、そして縦基準線と第３角度（θ３）をなす
エッジ部分（ＥＳ）を含む。第２角度（θ２）と第３角度（θ３）は、第１角度（θ１）
より大きくてもよい。
【０１１５】
　しかし、本実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の基本電極の切開部のエッジ部
分（ＥＳ）は、画素領域の下部に配置されている第１エッジ部分（ＥＳ１）と画素領域の
上部に配置されている第２エッジ部分（ＥＳ２）を有する。
【０１１６】
　第２エッジ部分（ＥＳ２）が縦基準線となす角度（θ３ｂ）は第１エッジ部分（ＥＳ１
）が縦基準線となす角度（θ３ａ）よりも小さく、第２エッジ部分（ＥＳ２）の長さは第
１エッジ部分（ＥＳ１）の長さよりも短い。
【０１１７】
　また、第２エッジ部分（ＥＳ２）の端部は、電場生成電極で囲まれておらずに開いてい
る。
【０１１８】
　図８に示す実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の基本電極の切開部の第２エッ
ジ部分（ＥＳ２）の端部が隣接した基本電極の幹部となす間隔（ｄ１）に比べ、図９およ
び図１０に示す実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の基本電極の切開部の第２エ
ッジ部分（ＥＳ２）の端部が隣接した基本電極の幹部となす間隔（ｄ２）および（ｄ３）
は互いに異なる。例えば、ｄ１＞ｄ２＞ｄ３の関係を有している。
【０１１９】
　図１～図６を参照しながら上述した実施形態に係る液晶表示装置のすべての特徴は、本
実施形態に係る液晶表示装置にすべて適用が可能である。
【０１２０】
　図１１を参照すれば、本実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の基本電極の切開
部は、図１～図６を参照しながら説明した実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の
基本電極の切開部と類似している。
【０１２１】
　電場生成電極の基本電極の切開部は、ゲート線が伸びている方向と９０度をなす縦基準
線と第１角度（θ１）をなす幹部分（ＭＳ）、縦基準線と第２角度（θ２）をなす中央部
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分（ＣＳ）、そして縦基準線と第３角度（θ３）をなすエッジ部分（ＥＳ）を含む。第２
角度（θ２）と第３角度（θ３）は、第１角度（θ１）より大きくてもよい。
【０１２２】
　しかし、本実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の基本電極の切開部のエッジ部
分（ＥＳ）は、画素領域の下部に配置されている第１エッジ部分（ＥＳ１）と画素領域の
上部に配置されている第２エッジ部分（ＥＳ２）を有する。
【０１２３】
　第２エッジ部分（ＥＳ２）が縦基準線となす角度（θ３ｂ）は第１エッジ部分（ＥＳ１
）が縦基準線となす角度（θ３ａ）よりも小さく、第２エッジ部分（ＥＳ２）の長さは第
１エッジ部分（ＥＳ１）の長さよりも短い。
【０１２４】
　また、図８～図１０に示す実施形態に係る液晶表示装置とは異なり、第２エッジ部分（
ＥＳ２）の端部は電場生成電極で囲まれている。
【０１２５】
　図１～図６を参照しながら上述した実施形態に係る液晶表示装置のすべての特徴は、本
実施形態に係る液晶表示装置にすべてに適用が可能である。
【０１２６】
　図１２を参照すれば、本実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の基本電極の切開
部は、図１～図６を参照しながら説明した実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の
基本電極の切開部と類似している。
【０１２７】
　電場生成電極の基本電極の切開部は、ゲート線が伸びている方向と９０度をなす縦基準
線と第１角度（θ１）をなす幹部分（ＭＳ）、縦基準線と第２角度（θ２）をなす中央部
分（ＣＳ）、そして縦基準線と第３角度（θ３）をなすエッジ部分（ＥＳ）を含む。第２
角度（θ２）と第３角度（θ３）は、第１角度（θ１）より大きくてもよい。
【０１２８】
　しかし、本実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の基本電極の切開部のエッジ部
分（ＥＳ）は、画素領域の下部に配置されている第１エッジ部分（ＥＳ１）と画素領域の
上部に配置されている第２エッジ部分（ＥＳ２）を有する。
【０１２９】
　第２エッジ部分（ＥＳ２）が縦基準線となす角度（θ３ｂ）は第１エッジ部分（ＥＳ１
）が縦基準線となす角度（θ３ａ）よりも大きく、第２エッジ部分（ＥＳ２）の長さは第
１エッジ部分（ＥＳ１）の長さよりも短い。
【０１３０】
　また、第２エッジ部分（ＥＳ２）の端部は、電場生成電極で囲まれておらずに開いてい
る。
【０１３１】
　図１～図６を参照しながら上述した実施形態に係る液晶表示装置のすべての特徴は、本
実施形態に係る液晶表示装置にすべて適用が可能である。
【０１３２】
　図１３および図１４を参照すれば、本実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の基
本電極の切開部は、図１～図６を参照しながら説明した実施形態に係る液晶表示装置の電
場生成電極の基本電極の切開部、そして図１２を参照しながら説明した実施形態に係る液
晶表示装置の電場生成電極の基本電極の切開部と類似している。
【０１３３】
　図１３および図１４を参照すれば、電場生成電極の基本電極の切開部は、ゲート線が伸
びている方向と９０度をなす縦基準線と第１角度（θ１）をなす幹部分（ＭＳ）、縦基準
線と第２角度（θ２）をなす中央部分（ＣＳ）、そして縦基準線と第３角度（θ３）をな
すエッジ部分（ＥＳ）を含む。第２角度（θ２）と第３角度（θ３）は、第１角度（θ１
）より大きくてもよい。



(17) JP 6581754 B2 2019.9.25

10

20

30

40

【０１３４】
　しかし、本実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の基本電極の切開部のエッジ部
分（ＥＳ）は、画素領域の下部に配置されている第１エッジ部分（ＥＳ１）と画素領域の
上部に配置されている第２エッジ部分（ＥＳ２）を有する。
【０１３５】
　第２エッジ部分（ＥＳ２）が縦基準線となす角度（θ３ｂ）は第１エッジ部分（ＥＳ１
）が縦基準線となす角度（θ３ａ）よりも大きく、第２エッジ部分（ＥＳ２）の長さは第
１エッジ部分（ＥＳ１）の長さよりも短い。
【０１３６】
　また、第２エッジ部分（ＥＳ２）の端部は、電場生成電極で囲まれておらずに開いてい
る。
【０１３７】
　また、図１２に示す実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の基本電極の切開部の
第２エッジ部分（ＥＳ２）の端部が隣接した基本電極の幹部となす間隔（ｄ４）に比べ、
図１３および図１４に示す実施形態に係る液晶表示装置の電場生成電極の基本電極の切開
部の第２エッジ部分（ＥＳ２）の端部が隣接した基本電極の幹部となす間隔（ｄ５）およ
び（ｄ６）は互いに異なる。例えば、ｄ４＞ｄ５＞ｄ６の関係を有している。
【０１３８】
　図１～図６を参照しながら上述した実施形態に係る液晶表示装置のすべての特徴は、本
実施形態に係る液晶表示装置にすべて適用が可能である。
【０１３９】
　上記構成によれば、高解像度液晶表示装置において２つの電場生成電極を１つの基板上
に形成し、２つの電場生成電極のうちの少なくとも１つは切開部を有するように形成し、
外部圧力による液晶分子の不規則な動きが切開部に沿って移動することを防ぐと同時に、
液晶表示装置の透過率低下を防ぐことができる液晶表示装置を提供することができる。
【０１４０】
　以上、本発明の好ましい実施形態について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれ
に限定されることはなく、添付した特許請求の範囲で定義している本発明の基本概念を利
用した当業者の多様な変形および改良形態も本発明の権利範囲に属する。
【符号の説明】
【０１４１】
　３：液晶層
　１１０、２１０：絶縁基板
　１２１：ゲート線
　１２４：ゲート電極
　１３１：基準電圧線
　１４０：ゲート絶縁膜
　１５４：半導体
　１６３、１６５：抵抗性接触部材
　１７１：データ線
　１７３：ソース電極
　１７５：ドレイン電極
　１８０、１８０ｎ、１８０ｑ、１８０ｚ：保護膜
　１９１：画素電極
　１９９：基本電極
　２７０：基準電極
　ＭＳ：切開部の幹部分
　ＣＳ：切開部の中央部分
　ＥＳ：切開部のエッジ部分
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角度（〜2）的部分，其中第一倾斜边缘部分的长度与第一倾斜边缘部分
的长度之比切口约为80％以上但小于100％，多个像素的密度约为
200PPI以上。
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